
製剤設計法 試験問題  ＜答えはすべて解答用紙に記入すること＞  2004．7．16  

問題1・以下の放出制御製剤（商品）に対応する図を（a）～（g）から選びなさい。  

l）アフタッチ 2）リノコート 3）オロス 4）ニトロダームTrS 5）プロゲスタサー  

ト 6）リュープリン 7）オキュサート  

C）  
の  浸透ポンプ塑システム  甲  

・高分子マトリックス触子  

‥－・▲鵬学宰≒・喜   

薬物の放出  館♯世業物  

高分子マトリックス  

水溶性薬物  

口鰐粘農村饅システム  り子宮内投与遊戯システム   ヰ） 腫内鰍システム  d）  

三水、  
付燕絹   

訂）  

晰紳シス申  

問鹿2．薬物の吸収を改善するため、吸収促進剤及びタンパク分解酵素阻害剤が製剤に  

添加される場合がある。使用される物質を、それぞれについて二つ下から選びなさい。  

キトサン、リゾチーム、A嘘、ステアリン酸マグネシウム、アブロチニン、結晶セル  

ロース、トリプシンインヒビター、マクロゴール、バシトラシン、パラオキシ安息香敢  

エステル、P押、中銀階励鱒   



問題3．プロドラッグ名、修飾の目的、親化合物名を明記のうえ、プロドラッグの例を  

二つ書きなさい。  

問題4．薬物放出制御製剤に関して下記の問に答えなさい。   

4－1．下記のような化合物が薬物放出制御製剤の原料として用いられている。これ  

らの中で、腸溶性コーティング剤として用いられているものはどれか。番号  

で答えよ。  

1．レシチン  6．メチルセルロース  

2．乳酸グリコール酸共重合体  7．ステアリン酸グリセリン  

3．ポリエチレングリコール  8．ヒドロキシプロピルメチルセルロースフ  

タレート  

4．ヒドロキシプロピルセルロース   9．ラウリル硫酸ナトリウム  

5．ポリビニルビロリドン  10．エチレン酢酸ビニル共重合体  

4－2．腸溶性コーティング剤は胃の中では溶け難く、腹の中で溶け易くなるように  

分子設計された化合物である。なぜ、腹の中で溶け易いのか以下の帝句を用  

いて説明しなさい。  

帯句：胃内bH、腸内pH、pKa   


